
農林水産業人材確保・育成戦略検討委員会  

第４回分野横断会議 主な御意見と対応 

ページ 主な御意見 対応 

P11 第 4 章の分野別にみた人材育成施策の

課題と第 5 章の基本的な方向性の論理

的な連続性、つまり、4 章の課題が 5 章

の重点施策の 2 項目（人材育成センタ

ーと人材育成ネットワーク）とどのよ

うに対応しているのかが若干、見えに

くいと思いました。その結果、第 5 章

に対してやや唐突感があります。 

５章の始めに「先述の課題に対応する

ため」と追記いたします。また、４章

の分野別の課題に対しては６章の「分

野ごとの具体的な施策」に対応する書

き方となっています。 

P11 p.11 （2）赤字の部分の 2 段落目 「指

揮命令」→言葉が強すぎるのではない

か。 

「指揮命令」→「指揮」に修正いたし

ます。 

P11 P11, 下から３行目：唐突に「人材育

成ネットワークの評議会」という組織

が出てくるので、例えば「農林水産業

関連の有識者から構成される人材育

成ネットワークの評議会」等、この組

織の内容を簡単でいいので説明する

ことが必要と思います。 

「人材育成ネットワークの評議会」に

ついての簡単な説明も含め農林水産

業人材育成ネットワークの項目を修

正いたします。 

P11, 

17, 

19, 

21 

新たに創設する「農林水産業人材育成

センター」の役割を、「人材育成施策

の司令塔」とし、その「指揮命令」、

「マネジメント」により諸施策を行う

ものとすることに対し、分野ごとに示

されている各イメージ図(p. 17・19・

21)の「段階に応じた適切な支援」と

の表現には弱い感があり、より強く主

体的なものに見直してはどうか。 

 

P11 の「指揮命令」→「指揮」に修正

するとともに、各イメージ図について

「段階に応じた適切な支援」→「多様

な主体と連携し、担い手それぞれのニ

ーズに応じた支援を実施」と修正しま

す。 

P12 p.12 ＜主な連携先と人材確保・育成

メニュー＞の箇所ですが、農業士会や

農業法人協会はどこに入りますか？

農林水産関係団体ですか？専業的あ

農林水産関係団体等に含まれるもの

としています。一方、農林水産業関係

団体等には林業、水産業含め様々な主

体が含まれるため、農業士や農業法人



るいは先進的な農業経営者のお手本

となる方々ですので、名指しはしない

までも、もう少し明示的に記載でない

でしょうか？ 

協会は特だししないこととします。 

P17, 

19, 

21 

分野ごとの人材確保・育成施策の一つ

として、農業士(p. 17)、林業士(p. 19)、

及び漁業士(p. 21)をリーダーとした

研修受入れ、相談、技術指導、貢献等

を加えるのであれば、同じく各イメー

ジ図に、その位置づけや役割を追記し

てみてはどうか。 

 

農業士、林業士、漁業士は農林水産業

関係団体等に含まれるものとしてお

り、イメージ図には農林水産業人材育

成ネットワーク（仮称）の中に「関係

団体等」を追記いたします。 

P29 農業士、林業士、及び漁業士といった

認定資格は、一般的にはあまり馴染み

がないものと思われることから、用語

集に説明を加えておいてはどうか。 

用語集の「分野横断」の中に農業士、

林業士、漁業士をまとめて追記しま

す。 

 

  


